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内田祥三

い　石工の名人　田中宇兵衛　良質の花崗岩を産出し、石切り場と村が近いので多くの名人、上手が生まれた。京都市内の石屋の七割が白川村出身者と伝える。かるたは泉涌寺月輪陵の菊花手水鉢（名人、田中宇兵衛の傑作）

ろ　ろうそく灯す　愛宕講　北白川天神宮前の灯篭に、下池田町東部（旧宮本町）の人たちによって、火袋に今も火が灯される。昔は上町・宮本・中町・薬師町・分木町・下町ごとに灯篭に灯されていて、毎月六町の代表二名が愛宕神社にお参りしていたと伝える。

は　春はひねもす　情延山　一乗寺芸大の裏山・東山を情延山。江戸時代に茶屋四郎次郎が徳川家康から譲り受けた後、茶山と呼ぶ。旧主、信長、森蘭丸、豊臣秀吉、徳川氏、茶屋氏、杉本氏、山岡氏、川西氏。『北白川こども風土紀』

に　日本一の　子供風土記　北白川小学校創立八十周年、理科研究発表に三年の歳月をかけた子供たちの力作を、一冊の本にまとめたのが『風土記』。大山教諭の指導により映画にもなる。教諭が風土記のベースとして基礎本として重用されたのは、享保六年（１７２１）白川照高院の坊間・岩波佐悦が書き残した『白川地志』村の成り立ち、照高院の存立、など当時の地域の全てを記す。

ほ　程よい勾配　五兵冶の坂　旧白川街道で唯一の下りを感じる坂。（現中山修一家）西村五兵治の前から下りが始まる。村の造り酒屋や照高院御殿の改築（慶応二年）のおり残った瓦の販売も手がける村一番の商家。『京都町触集』

へ　変人奇人の　白幽子　石川丈山の弟子、白隠禅師に「ナンソの法」を伝え医術、天文に通じたと伝える。武州（埼玉県）生まれ。白隠著『夜船閑話』。宝永六年七月二十四日、白川山より落ち没す。例年六月に芝墓地（神楽岡）で愛郷会が墓前祭を行う。『乗願院文書』

と　時は室町　勝軍山城　南北朝時代の延文六年（１３６１）山頂に勝軍地蔵が安置されて、勝軍山または勝軍地蔵山と呼ばれた。山頂付近に城塞が築かれたのは大永七年（１５２７）細川高国による。『二水記』江戸時代、照高院忠誉法親王は勝軍地蔵が疱瘡にご利益ありと、公家庶民の参詣に山頂では不便と地蔵尊の丸山遷座が行われた。『愛郷会誌』『京都市遺跡地図』『内田福太郎文書』

ち　鎮守の森には　少彦名命　北白川天神宮の祭神。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(かみむすび),神産巣)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(のかみ),日神)の御子。医薬、酒、安産の神、元は白川口久保田の杜、天使大明神として祭られていた。大阪薬種問屋街EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ど),道)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(しょうまち),修町)の守護神EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(しんのう),親農)さんや五条天神と同神。『古事記』、l『日本書紀』に登場しEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(おおくに),大国)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ぬしのみこと),主命)のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(てのひら),掌)に乗る小さい神と伝える。『造営記念誌』

り　領内石高　千百十六石一斗　年貢の基礎帳を元に毎年十一月十五日から二十日までに米納させ庄屋・年寄・総代が立会い、二十五日限り上納。もし米納、銭納しない時には仮牢へ、強情で不納の者は追放する。『聖護院文書』この石高は元禁裏御料（天皇料）領であったが、照高院が白川村に移った時点に外れ、久世村に変更されている。『史料京都の歴史』　　

ぬ　沼に菱の実　照高院　慶長十九年東山方広寺の梵鐘事件（国家安康）で同寺の住持豊国社の別当を勤め五千百八十一石を拝領していた、照高院・興意法親王（後陽成天皇の弟）はその任をとかれ無石になった。中宮徳川和子（後の東福門院）二代将軍徳川秀忠の娘が後水尾天皇に入内（公武融和）することにより許しをえて、元和五年（１６１９）慶長大地震により倒壊し廃する、伏見城二ノ丸・松ノ丸殿を譲り受けて翌年白川村に移築再建された。『聖護院文書』

る　ルンビニ園か　乗願院　ルンビニ園（釈迦が菩提樹の下で悟りをひらいた地）乗願院は慶長十三年（１６０８）十月開山。古くは比叡山三千坊の一つ。寛永六年（１６２９）本堂を上棟。文政十二年（１８２９）大火により焼失。明治二年廃仏毀釈で取り壊される上賀茂神社の神宮寺観音堂を譲り受け移築、本堂として再建、村の親寺。『乗願院略史』

を　驚く発掘　無文銀銭　北白川小学校講堂新築時、縄文時代竪穴住居跡を第三次発掘、無文銀銭が出土、高志の文字刻印府内で初めての例。『愛郷会誌』貨幣説、下賜説、副葬品説など諸説あり。

わ　我が村詠んだ　藤原定家　定家（１１６１～１２４１）鎌倉前期の歌人。京極中納言と呼ばれ、俊成の子。春といえば　さえゆく風に立つ波の　花に埋める白川の里『拾遺愚草』桜花　散らぬ梢に風ふれて照る日もかおる　志賀の山越『新古今集共撰』

か　川に白砂　流れに牛石　都名所図会には牛が臥したるに似たり云々とある。明治初期ごろまで存在していたが、明治八、九年ごろ桂川に架設する鉄橋の礎石用石材として利用されたので、レプリカを祀った。『愛郷会誌』白川砂は古くから禁裏や公家、寺院の庭園に使われ、大正天皇の即位御大典用の白川砂は白川村澤田瀬左衛門が請け負い御所に搬入している。人員三十三名、牛十二頭で。

よ　夜宮の番は　日待講　この行事は年に二回あって、一月十四日正月の飾りを燃やす前日と、十月二十二日秋季大祭の前日に日の出を待ち一晩中お灯明を灯し、お宮を守る行事。『北白川こども風土紀』近年は夜宮に講組織が神輿番をし、北白川天神宮総代がお灯明を管轄する。

た　食べてみたいな　きつね辻子　辻子は民家の立ち並んだ細い通路の事。狐の往来があったのか？北白川交番の並び西一筋目北行きを、きつね辻子。

れ　歴史をかき消す　文政大火　文政十二年（１８２９）十一月三日午後二時、薬師町茂右衛門方より出火、全村二百二十家のうち百九十二軒を焼失。茂右衛門焼と言い伝える。この時白川村の神輿が焼け翌年村人が神輿の再建を願い出ている。照高院からお助け小屋や、施し粥。禅法寺に銀三枚、村には年貢免除、銀十枚が下賜された。『御代官方日記』

そ　そんなに古いの　白川廃寺　昭和九年区割整理の際、近くの考古学者羽館氏が出土品に注目、梅原・赤松・京都大学考古学教室の人々により白鳳時代の基壇を発掘、多に金堂、回廊、西側に塔跡。存在した記録がない大きな寺院が平安京遷都以前白川村にあった。『北白川廃寺発掘調査概報』

つ　潰れたお寺の　心性禅寺　元は西賀茂に在り廃寺になるも、宝暦九年北白川山ノ元町に再建された禅宗寺院。芦庵が眠る。明治六年廃寺となり鷹ヶ峰・源光庵に合併する。『北白川百年誌』　

ね　念仏三昧　禅法寺　僧幽誉により中興される。平安期に建立のち廃絶。江戸期に下の寺として再建。親寺の乗願院から檀家を譲られる。『北白川こども風土紀』

な　なぜに墓ある　小沢芦庵　江戸後期の歌人（１７２３～１８０１）堂上和歌「定家」二条・冷泉宗家に反し「ただごと歌」自由人　自筆の歌帖「六帖詠藻」全五十巻あり。現バプテスト病院内で、例年六月墓前祭（愛郷会）　

ら　欄干見事な　万世橋　明治二十七年（１８９４）西村安右衛門の設計により白川石工の総力を挙げ八年の歳月をかけて作られる。四百八十三名の寄付により計七百十三円二十八銭により架けられる。以前は木橋であった、そのときの礎石は天神宮に。『愛郷会誌』

む　村の外れの　滅苦寺　情延山の西にあった。北白川にはめっく寺があったと伝う。「山州名跡志」巻五には（堂前）（鐘撞）の横に滅苦寺ありの記述あり。『京都見聞記』

う　馬のいななき　足利義政　寛正年間、八代将軍足利義政が東山山荘（銀閣）を造営。その道すがら、千古山にさしかかると馬が嘶きまえに進まなくなった。そこで久保田の杜の少彦名命を現天神宮にお遷ししたと伝う。『北白川こども風土紀』

ゐ　粋な半纏　神輿かき　半纏の種類は現在五種類あり、一番古いのは、文久生まれの曽祖父が明治十五年前後に羽織ったであろう半纏がある。文様は上町の上　下町の下　若中の若　祇園系神輿文様の巴と木瓜である。『若中会結成五十周年記念誌』

の　信長焼いたは　白川村　元亀四年将軍足利義昭公は織田信長に対し敵対の意志をはっきり示した。その結果四月三日下賀茂から嵯峨まで、次いで上京の二条以北を堂塔寺院を除いて、都の郊外白川村や洛北の村々を焼き払った。『信長公記・巻六』

お　音が鹿追う　石切り場　バプテスト奥の清沢　琵琶町近くの石部谷　身代り不動の奥蓬谷・よもぎたに　比叡山南側中腹の花が谷。以上が村の石切り場。『北白川こども風土紀』一乗寺山の石は代金を払い切り出している。

く　久保田の杜に　白川八幡　北白川天神宮の祭神が最初に祀られていた所。現在の東小倉町（旧地・字小倉）。狩野永徳の上杉家本は永禄七年~八年（１５６４～５）に製作、洛中洛外図屏風の六曲一双のうち右隻に白川八幡と白川村、比叡山、いまみち峠が描かれている。洛中洛外図の時代『京を描く』

や　病を癒す　身代り不動　寛正四年（１４６３）沙門崇鏡法師が開く。『北白川こども風土紀』大峰信仰の山田講の人や、ラジウーム温泉の人々によって今も守られている。真言宗醍醐派

ま　真っ赤な火柱　大文字　八月十六日過ぎ行く夏の終わりを告げる。起源は弘法大師説や八代将軍足利義政が息子の義尚が若くして病没し相国寺の僧横川景三が大の文字を書き家臣芳賀掃部が設計し火を灯した諸説あり。

け　今朝も阿舎利が　薬師堂　伝教大師が開いた比叡山延暦寺の僧が千日回峰の修行を行う。赤山禅院（京都の鬼門）～白川村までの阿舎利道を通り朝方薬師堂で祈りを提げ、村人に数珠を授けて下さる。井筒屋酒店の西の細い道

ふ　藤つる絡む　半鐘山　天神宮先考山に連なる南西の丘、浄土寺村との境い。大正末期に半鐘やぐらが立っていた。昭和三十年代に開発開始され瓶棺が出土、墳墓の可能性あり。『京都市遺跡地図』しかし行方不明。

こ　御殿も無いのに　御殿橋　北白川宮（旧照高院宮）初代智成親王は明治五年十七歳で逝去。二代の能久親王は江戸上野寛永寺の江戸住まい、そんなおり、白川照高院（五万八千九百三十余坪）と麹町紀尾井町（八千五百五十余坪）の交換話が成立その結果堂舎が明治八年に撤去され廃寺となって橋のみが残ったのです（『明治天皇記』「公文録」）。紀尾井町の土地に英国人コンドル設計の北白川宮邸が十五万円の予算で明治十七年に建設されました。東京大空襲で焼失。

え　榎元には　北白川小学校　明治七年毘沙門堂に於て三十名より開校。同十年北白川天神宮西に移転「愛宕郡第三組第十公立小学校」同三十七年に旧町名榎元に移る。昭和十六年国民学校に、昭和二十二年より現在に至る。『北白川こども風土紀』

て　天神宮では　高盛、おまと　北白川天神宮の正月の御弓式、その年の恵方に矢をいる（おまと）。秋祭りでその年の収穫を祝い，海の幸山の幸を祭神少彦名命に捧げる伝統文化（高盛）。

あ　愛宕山から　火の要慎　白川村では幾度も大火（元亀四年、享保九年、文政十二年）があり村の大半を焼失している。村人は火除けの祈りを愛宕講に求め、仲間内から代表が愛宕山で「火の要慎」の切符を受けるようになった。

さ　探しあぐねる　白糸の滝　都名所図会、安永九年初版に載る有名な滝だが、石材の乱獲で滝が消失してしまった。『愛郷会誌』

き　郷土の歴史は　愛郷会　昭和三十年の四月に愛郷会が生まれる、現在までに五十五号の会誌を出版する。又史跡めぐりや講演会活動に力を入れている。年会費七百円です。

ゆ　夕べに行者の　瓜生山　現在の瓜生山は丸山と言い、瓜生山の山頂には狸谷不動の奥の院といわれるお堂があり、この後ろに古墳のような土盛りがあり切り口に当たる窟屋中に勝軍地蔵が祀ってある。『愛郷会誌』

め　目にも鮮やか　関雪桜　近代日本画の最盛期に画壇の中心として活躍した橋本関雪の婦人ヨネが大正十一年第二疎水に自ら植えた桜並木を関雪桜と言い。今の哲学の道のもその延長なり『没後五十年記念』橋本関雪展より

み　神輿が登る　千古山　神輿一・三ｔが約百名余で百三十三段の階段をよーいとせの掛け声、三十六個の提灯、かがり火に照らされて宮にお帰りになる。文政の大火で旧神輿焼失、現大神輿は江戸末期頃にいずれか祇園系の神社から譲り受けた神輿です。

し　新田開いた　四郎左衛門　村の分限者四郎左衛門は新田の開拓や大津に行く道路の整備など土木の才を発揮した。御所の出入りや、江戸末期の火消し新門辰五郎との交友など京の火消しを束ねていた。北野天満宮の常夜灯に辰五郎と四郎左衛門の名があります。北白川小学校に竜吐水を寄進され展示される。

ゑ　描く画伯の　白川女　平山郁夫画伯が描いた絵画。西陣機織老人　鞍馬の火祭りの若者　白川女姿の若い女性など

ひ　秀吉泣かした　子安観音　秀吉が聚楽第造営の庭に運んだが、夜ごと毎に「もとの白川にもどせ、もとの白川にもどせ」と声を出して動いたり、夢の中に出たりとか、ほとほと困った秀吉は元の白川村に戻した。『合運図』

も　元は祠の　見目良地蔵　山中越えの琵琶町にあった塚、その中に石窟があり一体の地蔵尊が安置されていた。現在は禅法寺に安置されている。高さ約二ｍあまり

せ　狭い石室　上・下池田古墳　円墳二基、横穴式石室、全壊。『京都市遺跡地図台帳』戦前防空壕を作る作業中、家の床下から石棺発見。

す　水車の始まり　西村理兵衞　水車　乗願院の北半町の許　元禄十一寅年　当地西村理兵衛営え。『白川地志』享保六年九月　岩波佐悦

ん　（あ）んの呼吸　宮の狛犬　明治四十年（１９０７）この狛犬は明治三十七・八年戦役の凱旋を記念して白川村在郷軍人会並びに有志によって寄進されたもの。『北白川天神宮御造営記念誌』

　　

　







